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＜注意＞ 
 
z お客様は、本ソフトウェアを第三者へ配信や譲渡をしてはいけません。 

 
z 本ソフトウェアは個人用にのみ使用できます。本ソフトウェアの出力する情
報を営業用に利用する場合は、別途業務用ライセンスの締結が必要です。 
 

z 本ソフトウェアを利用して売買取引を行う場合は、お客様の自己責任となり
ます。 
 

z 本ソフトウェアの基本技術は、特許出願（特願 2009-118369、特願
2009-153068）してあります。同業者のかたで本ソフトウェアの類似品を作
製または販売される場合はご注意ください。本特許が登録された場合には、

権利を行使いたします。 
 

z その他、お客様は、使用許諾契約書に従わなければなりません。 
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はじめに 
この無料解説書には、無料ソフトの、シストレ・ビルダー スタンダードがつ

いています。 

 

 この解説書とシストレ・ビルダー スタンダードとで、システムトレードの構

築方法が十分説明されていますが、本格的に寄り引け日経先物システムトレー

ドを創りたい人向けに、有料版のソフト、シストレ・ビルダー プロフェッショ

ナル、 

 

定価：¥84,800 円 → ¥54,800 円 

が用意されています。また、シストレ・ビルダー プロフェッショナルを購入し

ていただいた方には、Profit Factor（注１）が 2.00、最大ドローダウン（注２）

820円の超優秀な日経先物用システムトレード、MMT-TRADE Profit 200が

無料でついてきます。其の他各種特典があります。 なお、シストレ・ビルダー 

プロフェッショナルの上記割引価格での販売は、限定数 80個までとなります。 

シストレ・ビルダー プロフェッショナルを購入する方は、こちらへお願いしま

す。=>>  http://mmt-mlab.com/cp-bin/request_buy_systre/ 
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注１：Profit Factor（プロフィット･ファクター、PF と略す）とは、システム

トレードをある期間運用した場合に得た総利益を総損失で割った比率です。こ

の比率が１より大きくないと、もうかりません。PFは、できるだけ大きいほう

が儲ける効率がいいことになります。 

 

 

注２：ドローダウンとは、損益（資産）曲線が一時的に下がるときの「下がり

の大きさ」をいいます。下図参照。システムトレードのある運用期間で、最大

のドローダウンを最大ドローダウンといいます。 
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シストレ・ビルダーの特長 
 本論に入る前に、シストレ・ビルダーについて簡単にご説明いたします。 

 シストレ・ビルダーは、日足寄り引けデイトレードのシステムトレードを検

証（バックテスト）する EXCELのアプリケーションソフトウェアです。 

 シストレ・ビルダー スタンダード／プロフェッショナルは、EXCEL ファイ

ルですが、単なる EXCEL シートではありません。よく、セルの中に数式が入

っている検証用シートをみかけますが、そういうものとは違います。 

何が違うか？ 違うのは、抜群の操作性、高速性、高機能性です。 

抜群の操作性 

ユーザは、1日分のトレードルールを簡単な式で 1日分入力するだけです。数式

を使うのはこの場面だけです。全検証期間へのルール式の面倒なコピー＆貼り

付けは不要です。あとは、ボタンを 1 回クリックするだけで、システムトレー

ドの検証ができます。 

 

高速性 

約 10 年間の検証は、たった 12 秒で行えます。普通のセルに数式を入れた

EXCEL検証シートでは、５分以上かかるでしょう。 

 

高機能性 

成績データの自動作成 

 システムトレードの成績プロフィール（最大ドローダウン、PF、勝率など）

が自動で作成されます。損益曲線がすぐに表示されます。 
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 成績プロフィールは、スタンダード版では 6 項目、プロフェッショナル版で

は 17項目です。 

指標の利用 

ルールに使う指標はデータシートに用意されています。スタンダード版では、9

個の指標、プロフェショナル版では、テクニカル指標を含め合計 37個が用意さ

れます。また、プロフェッショナル版では指標の平均日数を変えて指標の再計

算を簡単に行えます。 

統計計算 

指標間の相関係数と、基本統計量を簡単に計算して表示できます。 

 

他の業者さんで、システムトレード構築ツールを販売しているものがありま

すが、ほとんどが現物株のスゥイングトレードを対象としたものばかりです。

日経先物の寄り引けデイトレード用のシステムトレード制作ツールは他にはあ

りません。 
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シストレ・ビルダー スタンダードの動作環境 
 
１． OS 

Windows XP(メモリ:512MB以上),  Windows VISTA（メモリ：1GB以
上、推奨２GB以上） 

２． ハードディスク 
空き： 100MB以上 

３． EXCEL 2000、2002、2003、2007のどれかをご用意ください。 
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商品関連図 
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第１章  相場に勝つために必要なもの 
 

第１節 絶対の原則  

 さて、本論を始めます。 

自己裁量であれ、システムトレードであれ、相場に臨むための絶対の原則が

あります。 

それは、ルールに基づくということです。「なんとなく、あがるから買う」、「下

がりそうだから売る」という主観的な行動では、相場に勝つには極めて困難で

す。 

 自己裁量をする相場師の場合には、ルールに基づく以外に、長い経験に基づ

いたいわゆる「勘」でトレードしますが、その勘もルールに基づいているはず

です。ただ、勘のルールは明文化されず整理されていないだけです。 

 自己裁量のスキル取得は一般のトレーダーのかたには難しいので、一般のト

レーダーが相場に勝つためには、明確なルールに基づいたトレード、すなわち

システムトレードが有効な手段だと考えます。 

 また、システムトレードでなくても、断片的なルールの知識を活用したトレ

ードでも有効でしょう。 

 システムトレードであっても、そうでなくても、絶対の原則は「ルールに基

づく」ことです。 
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 そして、しっかりしたシステムトレードは、ルールが明確なため相場に勝つ

ための有力な手法です。 

 

 

 

 

 

それから、当然のことですが、ルールは、「勝てる」ルールでなくてはなりま

せん。どんなルールが勝てるのか、どんなシステムトレードなら勝てるのか？ 

それは、あなた自身が選択できるようにならなくてなりません。 

 

第２節 知識と経験 

 しかし、ルールだけを鵜呑みにした理解の足りない知識だけでは、たとえシ

ステムトレードであっても、運用を継続できなかったりしてやはり相場に勝つ

のは難しいと思います。つまり、相場に勝つためには、ルールの知識のほ
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かに経験も必要だといえます。 

 
 よくシステムトレード販売業者が、「だれでもできます。1日たった 5分、携

帯を操作するだけ。あとは、あなたは遊んでいればいい。」といったような宣伝

文句で、システムトレードを販売するのを見かけますが、それはほんとうでし

ょうか？ 

 システムトレードをやったことのある人ならわかるはずですが、システムト

レードを運用し続けるのは難しいと思うはずです。何連敗もしたあと、あなた

はシステムのサインにしたがって、その次のトレードを続行できるでしょう

か？ ドローダウンが 100 万円にもなっても、システムトレードを運用継続で

きるでしょうか？ できないのが普通だと思います。ラリー・ウィリアムズが

言っているように、「システムトレードを実行するには鉄の意志が必要」なので

す。 

 

 相場に勝つためには、正しいルールに基づくこと、とりわけ、システムトレ

ードの活用は有効な手段でしょう。しかし、システムトレードで、勝つために

は、システムトレードを運用する能力が必要です。決して、「だれでも簡単にで

きるもの」ではありません。 

 システムトレードを運用する能力とは？ それはなんでしょう？ 話は簡単

です。システムのサインに従いトレードを淡々と継続できる能力です。しかし、
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この能力は、だれでもが最初からもつことができません。この能力を養うため

には、システムトレードへの正しい理解と、実経験がどうしても必要です。 

 

 結局、相場に勝つためには、次の２つが必要です。 

 
 

このレポートでは、システムトレードの知識、及びシステム構築方法をご紹介

します。 

これは、（１）のルールの知識を養うのに役立ちます。 

（２）については、これはもうシステムトレードを実運用して養ってもらうし

かないのですが、ただ、実運用能力を補完する手法があります。 

 その実運用能力を補完する手法とは、システムトレードを自分で構築するこ

とです。システムトレードを構築するために、いろいろなルールを、ああでも

ない、こうでもないと、試しているうちに、擬似的なトレードの体験を経験す

ることができるのです。この疑似体験がトレードの実運用に役立ちます。しか

し、システムトレードの運用能力を身につけるまで十分ではありません。 

システムトレードの運用能力とは、意思力という人間的な能力なので、擬似

的体験では身につきません。これは、ぜひ実経験を積んでください。 

しかし、いきなり実経験を積む前に、ぜひ擬似的なトレード体験を身につけ

ることをお勧めします。それにより、大きな損失を免れることができるのです。 
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第２章  擬似的体験による相場経験 
  

 システムトレードを構築することによって、相場を疑似体験することができ

ます。 

 

つまり、システムトレードを構築する過程で、トレードルールを計算上で体

験することができます。これにより、実トレードで損失を出して勉強する代わ

りに、損失をしないで経験的知識が身につきます。また、トレードの勘みたい

なもの、ルールを見つける力なども養えます。 

 

  みなさんは、自分でシステムトレードを創りたいとは思いませんか？ 自分

で作ったシステムトレードならば、使い方はよくわかるし、なにしろ、「信頼」

が置けるのではないでしょうか？  

 購入した、他人の制作したシステムトレードでもいいものはあるでしょう。

しかし、なかには満足のいかないもの、インチキ商品があるのも現実です。 
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自分で作ったシステムトレードで運用して利益を上げる。うまくいかなかっ

たら、改良して再挑戦する。そんなシステムトレードの運用ができたらいいの

だが、でもなかなか難しいと思っておられるだろうと思います。 

 

 そこで、エムエムティ数理研究所では、みなさんにシステムトレードの創り

方をお教えしたいと思います。 

 そして、前に述べた、 

(1) 有効なトレードルールの知識 

(2) トレードルールを運用するための運用能力 

 

の 2つのことを身につけていただきたいと思います。 

 システムトレードを創って、トレードルールの知識が得られます。そして、

システムトレードを創る過程で、トレードの疑似体験を積むことが

でき、運用能力が身についていくのです。 
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 自己の裁量売買でトレードする相場師やトレーダーも、過去の経験に基づき

自分で身につけたルールが身体にしみついていて、そのルールに従いトレード

するのです。 

 しかし、そのように経験でルールを身につけるには、長い年数の経験を必要

とします。 

また、裁量の感覚という主観的なトレードスキルも長い経験を必要とします。 

 では、専門の相場師や専門のトレーダー以外の人はどうやって、相場に臨ん

でいけばいいのでしょうか？ 

 わたしは、ここで、「システムトレードを自分で創る」という学習の過程が、

長い年月に匹敵する擬似的トレード体験となりうることをアピールしたいと思

います。 

 このレポートでは、システムトレードを創る手法を手順化して、教えていま

す。手法が手順化されているので、特別な能力や才能はあまり必要ではありま

せん。 

 必要な知識は、パソコンや EXCELソフトの基本的操作方法だけです。 

 
 

第１節 システムトレード構築の絶対の原則 

 システムトレード構築の絶対の原則は、過去の統計に基づくことです。だか

らこそ、システムトレードが有効であり、力を発揮します。 

 したがって、システムトレードのルールを見つけるためには、統計解析とい
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う手段が有効です。 

 どうやって、トレードルールを見つけたらいいか？ ばくぜんと考えてもわ

かりませんね。しかし、統計解析を使えば、トレードルールをやさしい

手順で導き出せます。 

 
ここでは、日経先物のシステムトレードを、統計解析を使っていろいろと調

べてみようと思います。初心者にもわかるようにできるだけわかりやすく説明

してありますので、統計解析という言葉に惑わされずに気軽に読んでください。 

読者は、システムトレードに興味のある方を対象としていますが、できるだ

け、自分で調べてみよう、研究してみようというお気持ちのある方を期待して

おります。結果だけを知りたいというかたには、少々うっとうしいかもしれま

せん（笑）。そういう方のためには、シストムトレード SuperSafe 520だけを別

にお売りいたします。 

 

まずは、ニューヨーク・ダウジョーンズ工業平均に対する日経先物

の逆張り性（以下、単に NY 逆張り性、と呼びます）について調べて

みたいと思います。 

 

第３章  NY逆張り性 
  2006 年 10 月、いちのみやあいこさんという人が書いたという「1 日 5 分

で超カンタン!“株&日経 225”システムトレードで大儲けする本」（扶桑社）が
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出版されました。この本どれぐらい売れたのでしょうか？ 結構読んだ人いる

のではないでしょうか？ 

 そこには、前日ニューヨークのダウが上昇したら、当日日経先物を寄り付き

で売り、引けで返済する。前日ニューヨークのダウが下落したら、当日日経先

物を寄り付きで買い、引けで返済する。という簡単なロジックのシステムトレ

ードが紹介されていて、確かラージ 1枚で 1年間 300万円ぐらいの利益が出る

と書いてあったような気がします。 

 

 

 

 

 

 日経先物の、この NY 逆張り性は、この本が出る前から知られていた事実な

ので、今では殆どの人が知っている知識なのではないでしょうか。 

 さて、NY逆張り性はほとんどの人が知っているのであれば、すでに使えない

手法ではないのか、まだ使えるのか？ といった疑問が当然おきるわけです。 

 結論を先にいいます。この知識は使えます。日経先物は、NY 逆張りが原則

である、とわたしは考えているのです。 
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ただし、システムトレードとしてやっていくためには、残念ながら、いちの

みやさんの単純なやり方ではドローダウンが大きくて使い物になりません。 

では、これから、その NY 逆張り性を検証していこうと思います。また、ど

のようにしたら、NY逆張り性を生かした有効なシステムトレードができるのか、

ドローダウンを小さくできるのかを考えて行きたいと思います。 

  

第４章  統計的根拠 
 さて、まずは、NY逆張り性が本当にあるのか、ないのかを統計解析を使って

検証します。 

統計解析といってもそれほど難しくはありませんので、数学の嫌いなかたも

敬遠する必要はありません。 

まず、NY逆張り性の定義をもう一回おさらいしましょう。 

 

NY逆張りとは、 

前日のニューヨーク・ダウジョーンズ工業平均が上昇したら（陽線だった

ら）、当日日経先物は、下落する（陰線になる）確率が高い。 

また、前日のニューヨーク・ダウジョーンズ工業平均が下落したら（陰線だ

ったら）、当日日経先物は、上昇する（陽線になる）確率が高い。 
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ということなのです。 

 

（注意） 

ここで、前日とは、直前の日のニューヨークの相場を指します。例えば、当

日が 3 月 6 日ならば、3 月 5 日のニューヨークの相場（ダウジョーンズ工業平

均）の上昇・下落に対して、3月６日の日経先物が逆張り性になることを意味し

ます。 
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第１節 準備 

 

この解説書には、システムトレード作成ツール シストレ・ビルダー スタン

ダードの EXCELファイルが添付してあります。 

このシストレ・ビルダー スタンダードは、無料のソフト

ウェアです。 

 

１． まず、Trade Builder Standardのエクセルファイルを開いてください。 

 

２． ファイルを開いたら、上図の赤丸の「オプション」をクリックしてくだ

さい。 
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３． そして、「このコンテンツを有効にする」を選択して、OK をクリックし

てください。これで、マクロのプログラムが使えるようになります。 

 

この EXCELファイルの DATAシートには、2001年から 2008年までの日経

先物の四本値と前日のダウ変化幅とが並べてあります。 

このような表を手作業で作るのは結構大変です。なにせ、日本の休日とアメリ

カの休日とが一致しないため、前日のダウといっても、前日のニューヨークが

休みだったら、必ずしも前日ではなかったりしますから。 

この EXCEL表は、わたしのプログラムで自動作成しました。 
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 以下、やや退屈ですが、我慢して読んでください。 

この表の A列には日付。B、C、D、E列は、それぞれ、日経先物の日中（9:00

～15:10）の日足四本値（始値、高値、安値、終値）があり、F列は、前日ダウ

の変化幅、G 列は前日ダウの変化率、そして、H 列には前日の日経先物の変化

幅、があります。 

I 列は、「始値－前日終値」で、当日始値が前日終値からどれだけ変化したか

を示します。 

J列は、日経変化率（当日）で、次の計算式で計算されます。 

 

日経変化率＝（終値－始値）×１００÷始値 
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つまり、始値に対する変化幅（終値－始値）の割合（％）です。陽線ならプ

ラス、陰線ならマイナスになります。 

変化幅が、プラスなら、陽線（上昇）、マイナスなら陰線（下落）です。 

 

K列は、日経変化率２と表示していますが、これは、I列（始値－前日終値）

の前日終値に対する割合（％）です。つまり、前日終値からどれぐらいの割合、

変化したかを示します。 

 

L列は、前日の日経変化率です。J列より 1日前のデータです。 

 

M 列は、前日変動率と表示していますが、前日の（高値－安値）の始値に対

する割合（％）です。次の式で計算されます。 

 

前日変動率＝（前日高値－前日安値）×１００÷前日始値 

 

N 列は、G 列とまったく同じデータ（前日ダウ変化率）のコピーを並べてい

ます。 

 

O列は、前日の高値幅と表示されていますが、これは、前日の（高値－始値）

です。つまり前日、高値は始値からどれぐらい変化したかを示しています。 

 

P列は、前日の安値幅と表示されていますが、これは、前日の（始値－安値）

です。つまり、前日、安値はどれぐらい始値から変化したかを示しています。 
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J 列から P 列（背景色が肌色の部分）の７つのデータをもう一度書くと次の

ようになっています。 

J： 日経変化率 

K： 日経変化率２ 

L： 前日日経変化率 

M： 前日変動率 

N： 前日ダウ変化率 

Ｏ： 前日の高値幅 

Ｐ： 前日の安値幅 

 

第２節 システムトレード作成の手順 

 それでは、シストレ・ビルダー スタンダード を使って、システムトレード

を作成する手順の概略をご説明します。 

ただし、シストレ・ビルダー スタンダードは、日足・寄り引けのシステムト

レード専用の作成ツールであることをお断りしておきます。 

（将来は、スゥイングトレード、分足トレードなどの作成ツールも作りたいと思っていま

す。） 

さて、手順は次のとおりです。 
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相関係数という難しそうな言葉が出てきましたが、心配しないでくださ

い。 

これからわかりやすくご説明します。 
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第３節 相関係数を求める 

「相関係数」という統計用語をご紹介します。難しくはありません。これは、

２種類の数量ａとｂがあった場合に、その数量ａとｂの間にどのような関係が

あるかを表す数値です。相関係数は、－１から＋１までの数値を表します。例

えば、相関係数が、０．５という０より大きい数値だった場合には、数量ａが

増えれば、数量ｂも増える傾向があることを示します。そして、相関係数が０

より大きくても、０に近いか 1 に近いかで、その傾向が強いか小さいかを表し

ます。たとえば、相関係数が０．９ならば、相関係数が０．５の場合よりも、

数量ａが増えれば、数量ｂが増える傾向が「より強い」ことになります。 

また、相関係数が０．１ならば、相関係数が０．５の場合よりも、数量ａが

増えれば数量ｂが増えるという傾向が、「より弱い」ことを表します（下図参照）。 

 
 

相関係数がマイナスの数値だった場合（たとえば－０．５などの場合）には、

数量ａが増えれば、数量ｂが反対に減る傾向があることになります。そして、

－１に近いか、０に近いかでその傾向が、相関係数が－１に近ければ強く、相

関係数が０に近いマイナスの数値ならば弱くなります。 
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前節で、Ｊ列～Ｐ列の 7 個の数量を説明しましたが、これらのうちから 2 個

の組み合わせを作ると、２１通りの組み合わせができます。その組み合わせに

ついて相関係数をもとめたものが、エクセル表のずっと右のほう（R 列以降）

に載せてあります（下図）。 

 

この相関係数を求めるには、ＥＸＣＥＬのデータ分析（分析ツール）で簡単

にできます。 

データ分析は、アドイン機能で標準ではインストールされていません。デー

タ分析のインストール方法は、付録１に説明してあります。また、付録２に「相
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関係数の求め方」に説明を書いておきます。 

いまは、ただ結果だけに注意してください。 

 

第４節 指標を選び、逆張りか順張りかを決める 

 

指標とは、前日のダウ変化率、前日日経変化率などのように、当日の売買

を決めるのに参考とする数量のことです。 

当日の朝９：００の寄付きには、売買を決定しなくてはいけませんから、

指標は当然、朝９：００より前、通常は前日のものでなくてはいけません。 

 

前節で、相関係数を求めた６個の以下のものが指標です。 

 

① 日経変化率２ 

② 前日日経変化率 

③ 前日変動率 

④ ダウ変化率 

⑤ 前日の高値幅 

⑥ 前日の安値幅 

 

 ただし、①の日経変化率２は、当日の始値を計算に使いますから、通常は

利用できませんので、実質、使える指標はそれ以外の５個となります。 

 では、当日の寄付きの売買を決定するのに、どの指標を使ったらいいので

しょうか？ 
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 相関係数がプラスかマイナスかは別にして数値ができる

だけ大きなものを、指標として選ぶ！ 

 

のです。 

 前日日経変化率が、一番数値が大きいですね（マイナスですが）。 

次にマイナスで大きいのは、ダウ変化率です。プラスの相関係数は 

あとでみることにします。 

 

第１項 逆張り戦略 

 ④ダウ変化率、に注目してみましょう。 

「ダウ変化率」と「日経変化率」の相関係数はいくらになっていますか？ 

この表によると、 

 

－0.08529912 

 

という数値ですね。マイナスの数値です。つまり、これは、ダウ変化率が増え

れば、日経変化率が減る、またダウ変化率が減れば、日経変化率が増える、と

いう関係を表しているのです。 

 

つまり、この章の冒頭でご説明した、「ＮＹ逆張り性」が統計的に説明できたの

です！ 

 

「ダウ変化率」と「日経変化率」の相関係数は、－０．０８５２という小さ
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なマイナスの数値です。マイナスの相関係数が一番大きいのは、－１．０です

から、あまり強い相関を表す数値ではありませんが、マイナスの相関であるこ

とに違いはなく、このことが、ＮＹ逆張りのトレード戦略を有効なものとして

いるのです。 

 
Ｓ列の縦一列をみてください（再掲、上の図）。日経変化率との組み合わせの

相関係数が並んでいますね。ここで、マイナスの相関係数を示しているのは、

前日日経変化率とダウ変化率と前日の高値幅の３つです。 

(A) 日経変化率と前日日経変化率との相関係数は、－0.1034 

(B) 日経変化率とダウ変化率との相関係数は、  －0.0853 

(C) 日経変化率と前日高値幅との相関係数は、－0.0472 

 

となっていますね。この３つで、もっとも強い相関を示しているのは、（A）

です。 

日経変化率と前日日経変化率の相関係数が、－0.1034、でマイナスです。 

前節でご説明しましたように、これは、前日日経変化率が増えれば、（当日）
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日経変化率は減り、前日日経変化率が減れば、日経変化率は増えることを意味

します。つまり、次のことが言えるのです。 

前日日経変化が陽線ならば、当日の日経変化は陰線になりやすいので、寄付

き売りの戦略をとる。前日日経変化が陰線ならば、当日の日経変化は陽線にな

りやすいので、寄付き買いの戦略をとる、というシステムトレードが考えられ

ます。 

このことは、従来からよく知られた知識なのですが、あらためて統計的に説

明がつくことがわかりました！ 

 

また、（C）を使った、逆張り戦略も考えることもできるでしょう。前日の高

値幅が大きければ、当日日経先物は下がる確率が高い、そこで寄付きで売り戦

略をとる。また、前日の高値幅が小さければ、当日日経先物はあがる確率が高

い、そこで寄り付きで買い戦略をとる、といったシステムトレードが考えられ

ます。もっとも、高値幅がどのくらい以上なら大きいと判断し、どのくらい以

下なら小さいと判断するかは、これだけではわからないので、もっと調べる必

要はありますが。 

 

以上、３つの逆張り戦略を示しました。要するに、 

 

相関係数がマイナスならば、逆張り戦略をとる！ 

 

ということなのです（下図参照）。 
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第２項 順張り戦略 

次に、もう一度Ｓ列の縦一列をみてください。相関係数が０より大きいプラ

スになっているのはどれですか？ 
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そうです。 

日経変化率２、前日変動率、前日安値幅、の３つです。 

すなわち、 

(D) 日経変化率と日経変化率２との相関係数は、0.0314 

(E) 日経変化率と前日変動率との相関係数は、0.0448 

(F) 日経変化率と前日安値幅との相関係数は、0.0726 

 

となっています。 

さて、ここで、もっとも総関係数が大きいのは、（F）ですね。（D）と（E）

は 0.05以下で小さいです。 

したがって、ここで期待されることは、前日安値幅が、大きければ、当日日

経先物は陽線になりやすい。逆に前日安値幅が小さければ、日経先物は陰線に

なりやすいということです。 

言い換えれば、前日安値幅が大きければ、寄付き買いで出動し、前日安値幅

が小さければ寄付き売りで出動する、という戦略が考えられそうですね。 

この知識はちょっと知られていない事実なのではないでしょうか？ 

実は、この知識がとても役立つことがあとでわかります。 
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要するに、相関係数がプラスならば、順張り戦略をとる！ 

 

ということなのです（下図参照）。 

 

 

 

 

第５章 ルールと損切り手法を決める 
さて、これから、前日ダウ変化率を選び、逆張り戦略のシステムトレード
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を検証していきましょう。 

 

売買ルールと損切り手法を決めます。 

売買ルールは、もうお分かりだと思いますが、問題です。 

下の下線の上に言葉を入れてください。 

 

前日ダウが上がれば、当日日経先物を寄付きで（A）＿＿＿＿＿。 

前日ダウが下がれば、当日日経先物を寄付きで（B）＿＿＿＿＿。 

 

 

回答は、次ページにあります。 
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答えは、（A）売る、（B）買う、です。 

 

第１節 パラメータを含むルール 

 さて、前日ダウが上がる、下がる、といってもどのくらい上がれば「上がっ

た」といえるのか、どのくらい下がれば「下がった」といえるのか、という 

問題を決める必要があります。 

 例えば、ダウ変化率が、0.2%以上、上がったなら、上がったとみなす。－0.2％

以下、下がったなら、下がったとみなす。というように、ある一定値以上の変

化がなければ、判断を下さないようにしたほうがいい結果になることがありま

す。 

 実際、ダウ変化率の場合は、この一定値を、0.2～ぐらいにするのがよいこと

が、検証すればわかるのです。 

 そこで、このような成績に影響する数値のことを「パラメータ」と呼びます。 

ダウ変化率の上がった・下がったの判断基準のパラメータ（「ダウ変化率基準

パラメータ」と呼びます）を、変数ｈで表すと、 

ルールの表現は次のようになります。 

 

前日ダウの変化率が、＋ｈ％以上であれば、当日日経先物を寄り付きで売る。 

前日ダウの変化率が、－ｈ％以下であれば、当日日経先物を寄り付きで買う。 

前日ダウの変化率が、それ以外の場合（－ｈ～＋ｈ％の間）、トレードは見送る。 

 

このように、参考にする指標の変化が小さい場合は「見送る」としたほうが成
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績はよくなることが多いのです。 

 

第２節 損切り手法 

次に、損切り（ロスカット)のやりかたを決めます。 

日経先物を寄付きで買ったあと、日経先物が下落したなら、含み損が一定値

以上になったら、損切りの返済をします。それは、損切りをしないとますます

含み損が増え、最終的に引けの返済のときに大きな損失となることを避けるた

めです。 

 日経先物を寄り付きで売った場合は、日経先物が値上がりすれば含み損がで

ます。その場合も、一定値以上の含み損になったら、損切りの返済をします。 

 この一定値のことを今後ロスカット幅と呼ぶことにします。 

 では、そのロスカット幅をどのように決めたらいいのか、という問題があり

ます。 

これは、いろいろなやり方があります。単純に、ロスカット幅を１００円の

固定値として、常にこの 100 円以上の含み損がおきたら、損切りするという方

法でもかまいません。 

ただ、このロスカット幅も、パラメータとしておいて、あとでいろい

ろ検証を行い最適な数値を見つけるというようにしたほうがいいのです。 

このロスカット幅を LCという変数で表すことにします。 

LCを固定値にしないで、そのときの日経先物の価格によって変動する決め方

もあります。例えば、次の計算式で、LCを決定する方法もあります。 

 

LC ＝ 前日日経先物の終値×ｋ÷10000 （1円の位は切り捨てる） 
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ｋは、パラメータ（「ロスカットパラメータ」と呼びます）として、あと

で成績がもっともよくなるように決めます。 

 

例えば、ｋ＝100とします。前日日経先物の終値が 8800円ならば、 

 

LC ＝ 8800×100÷10000 ＝ 88 → 80円 

 

となります。 

 

そのほか、ボラティリティをもとにして、決める方法もあります。 

 

相場必勝法編は、以上で説明を終わります。ここでは、相場に勝つために必

要なものが何かをご説明しました。システムトレードを創ることで、有益な疑

似体験ができることをご説明しました。統計解析（相関係数）を使って、有効

な指標を選ぶ方法をご紹介しました。相関係数のプラス・マイナスにより、順

張りか、逆張りどちらにしたらいいかをご説明しました。 

 NY逆張りが統計的に説明できることをご説明しました。 

また、ロスカット値を決定する方法をご説明しました。 

どうも、お疲れ様でした。 

 

次は、いよいよ、シストレ・ビルダー スタンダードを使ってみます。まずは、

基礎編からです。 

がんばって、読んでください！ 
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付録１．EXCEL のアドイン「データ分析」のインス

トール方法 
 

相関係数を求めるには、EXCELのアドインの「データ分析」をインストール

しておく必要があります。 

 

1. Office 2007のインストール CDを CDドライブにセットしてください。 

 
 

（注意）PCの環境によっては、コントロールパネルの「プログラムの追加

と削除」を開き、「プログラムの追加」を選択する必要がある場合もありま

す。 
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2. 機能の追加／削除を選択して、「次へ」ボタンをクリックしてください。 

 

 

3. Microsoft Office Excel の分析ツールの▼をクリックしてください。 

 

 

4. 「マイコンピュータから実行」を選択し、「次へ」ボタンをクリックしてく

ださい。あとは、ガイドに従って、インストールを終了させてください。 

5. EXCEL 2007を起動します。 
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6. 上の図のように、EXCEL の「データ」タブをクリックして、「分析」が現

れたら OKです。 
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付録 2. 相関係数の求め方 
（注）以下の挿絵の配色と実際の EXCEL ファイルの配色とは異なりますが、

ご了承ください。 

 

1. EXCELファイルの「データシート」を表示させます。 

 

2. EXCEL のツールバーの「データ」を選択し、「データ分析」をクリックし

ます（下図の赤丸）。 
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下図のダイヤログが現れるので、「相関」を選択し、OKをクリックします。 

 

 

3. 下図のダイヤログが現れるので、赤丸のところをクリックします。 

 
 

4. 下図のダイヤログが表れるので、赤丸のところをクリックします。 
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5. 先ほどのダイヤログを邪魔にならない場所に移動させ、マウスで、J列から

P列（相関を求めたいデータの範囲）をドラッグします。 
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6. 下図の赤丸のところをクリックします。 

 

 

 

下図のダイヤログが現れるので、「先頭行をラベルとして使用」にチェックを入

れます。そして、OKをクリックしてください。 
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7. 下図のように新しいシートが作製され、相関係数の表ができます。 

 
 

 

 

 


